
原子力廃絶までの道程

第111回原子力安全問題ゼミ ２０１５年２月２７日（金）

京都大学原子炉実験所 小出 裕章



アラモゴルド

人類初の原爆：トリニティ
1945年7月16日（ポツダム会談の日）
米国ニューメキシコ州の砂漠、アラモゴルドにて
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広島市、朝日新聞社
ヒロシマ原爆展冊子
1967年9月5日

人
々
が
生
き
る
街
で
原
爆
が
炸
裂

16kT=
1万6000トン

広
島
原
爆
の

キ
ノ
コ
雲

東京大空襲
1800トン
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Bravo, 15MT, Bikini, 1954/2/28 4



衝撃を受けた原爆

東京銀座・松坂屋
１９６７年９月５日～１０日
（高校３年の秋）



相対性理論
質量とエネルギーの同質性

E=mC2
1 kgの質量は約９×1016 Jouleのエネルギーと等価

1 gの質量は約２×1010 kcalのエネルギーと等価

3万トンの冷水を蒸発させる。
（50メートルプール、30個分）



原子力にかけた夢
「
さ
て
原
子
力
を
潜
在
電
力
と
し
て
考

え
る
と
、
ま
っ
た
く
と
て
つ
も
な
い
も

の
で
あ
る
。
し
か
も
石
炭
な
ど
の
資
源

が
今
後
、
地
球
上
か
ら
次
第
に
少
な
く

な
っ
て
い
く
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
も
つ
威
力
は
人
類
生
存
に

不
可
欠
な
も
の
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
１
９
５
４
年
７
月
２
日
、
毎
日
新
聞
）
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原
子
力
の
燃
料
（
ウ
ラ
ン
）
は
貧
弱
！
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天然ガス 石油

オイルシェール
タールサンド

ウラン

世界の年間総エネルギー消費

究極埋蔵量

確認埋蔵量

再生不能エネルギー資源の埋蔵量

数字の単位は 1×1021 J

地
殻
中
に
あ
る
ウ
ラ
ン
は
、
発
生
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
に
換
算
し

て
石
油
の
数
分
の
一
、
石
炭
の
数
十
分
の
一
し
か
な
い
。

化
石
燃
料
が
枯
渇
す
る
前
に
ウ
ラ
ン
が
枯
渇
す
る
。
そ
の
た
め
、
原

子
力
を
推
進
す
る
人
た
ち
は
非
核
分
裂
性
の
ウ
ラ
ン
を
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
に
変
え
て
利
用
す
れ
ば
、
資
源
量
が
60
倍
に
増
え
る
と
言
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
60
倍
に
増
え
た
と
こ
ろ
で
、
せ
い
ぜ
い
石
炭
に
匹
敵
す

る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
上
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
は
一
向
に
実
現
で
き
な
い
。

そ
こ
で
今
度
は
、
核
分
裂
は
核
融
合
が
実
現
で
き
る
ま
で
の
つ
な
ぎ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
だ
と
言
い
出
し
た
。
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原子力にかけた
「
さ
て
原
子
力
を
潜
在
電
力
と
し
て
考

え
る
と
、
ま
っ
た
く
と
て
つ
も
な
い
も

の
で
あ
る
。
し
か
も
石
炭
な
ど
の
資
源

が
今
後
、
地
球
上
か
ら
次
第
に
少
な
く

な
っ
て
い
く
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
も
つ
威
力
は
人
類
生
存
に

不
可
欠
な
も
の
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
中
略
）
電
気
料
は
二
千
分
の
一
に
な
る
。

（
中
略
）
原
子
力
発
電
に
は
火
力
発
電

の
よ
う
に
大
工
場
を
必
要
と
し
な
い
、

大
煙
突
も
貯
炭
場
も
い
ら
な
い
。
ま
た

毎
日
石
炭
を
運
び
こ
み
、
た
き
が
ら
を

捨
て
る
た
め
の
鉄
道
も
ト
ラ
ッ
ク
も
い

ら
な
い
。
密
閉
式
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
が

利
用
で
き
れ
ば
、
ボ
イ
ラ
ー
の
水
す
ら

い
ら
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
山
間

へ
き
地
を
選
ぶ
こ
と
も
な
い
。
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
の
地
下
室
が
発
電
所
と
い
う

こ
と
に
な
る
」

（
１
９
５
４
年
７
月
２
日
、
毎
日
新
聞
）

幻の夢
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広島原爆で燃えたウラ
ンの重量
８００ｇ

（生成した核分裂生成
物の重量）

100万ｋWの原子力発電所１基が１年運転するごと
に燃やすウランの重量

１トン
（生成する核分裂生成物の重量）

大
量
に
必
要
と
さ
れ
る
燃
料

大
量
に
生
み
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質10



電力の恩恵は都会が受
け、電力の危険は過疎
地に押し付けられた。
こんな不公平・不公正
は初めから認めてはい
けない。

東京

大阪 名
古
屋

女川

東海敦
賀

美
浜

福島第一

島根
高
浜

玄海 浜岡

伊方

大
飯

福島第二

川内

柏崎刈羽

泊

志賀

東通

六ケ所再処理工場

大間

上関
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福島原発事故 今、進行中

1号機２号機３号機４号機



事故は収束していない

２０１１年３月１１日に運転中だった１号機から３号機

２０１１年３月１１日に定期検査中で運転していなかった４号機

すでに熔け落ちた炉心、それが今どこにあるかすら分からない

すでに大量に放出された放射性物質

果てしない放射能の封じ込め作業と労働者の被曝

今現在、そして今後も続く住民の被曝

その使用済み燃料プールの底には広島原爆1万4000発を
超えるセシウム137があった。２０１４年１１月初めにようや
く、共用燃料プールに移送を終えた。

ひたすら水を注入してきたが、放射能汚染水が溢れている
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1号機

２号機

３号機

広島原爆

IAEA 閣僚会議に対する
日本国政府の報告書

大気中に放出した
セシウム１３７の量
［ベクレル］の比較

8.9×1013 5.9×1014

1.4×1016

7.1×1014

大気中だけで
広島原爆
168発分
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セシウム137汚染の世界への拡がり

CEREA, Ècole des Ponts ParisTech and EdF R&D, http://cerea.enpc.fr/en/fukushima.html

Longitude

La
tit

ud
e

北半球温帯に属する日本では偏西風が卓越風で、福島原発
から大気中に放出された放射性物質は太平洋に流れた。
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福島県の東半分を
中心にして、宮城
県と茨城県の南
部・北部、さらに、
栃木県、群馬県の
北半分、千葉県の
北部、岩手県、新
潟県、埼玉県と東
京都の一部地域が、
放射線管理区域に
しなければならな
い汚染を受けた。

http://radioactivity.mext.go.jp/ja/1910/2011/11/1910_1125_2.pdf
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厖
大
に
発
生
す
る
除
（
移
）
染
廃
物17



どんどん破れるフレコンバック、小沢祥司さん撮影18



放射能は五感で感じられない。

大気中に放出されたセシウム137の放射能量
（日本政府がＩＡＥＡに報告した値) 1.5×1016 ベクレル

日本の陸地に降下したセシウム137の放射能量
（沢野伸浩 さん（星稜女子短期大学）の評価）

2.4×1015 ベクレル

重量では 4.7 kg

重量では 750 g

想像できないわずかな重量
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柚
木
ミ
サ
ト
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト

放
射
能
が
目
に
見
え
れ
ば
い
い
の
に
な…

と
私
は
思
う
。20



日本は「法治国家」か？
国民が法律を破ると国家は処罰する

それなら、法律を守るのは、国家の最低限の義務であろう

日本では、一般人は１年間に１ミリシーベルト以上の被曝をして
はいけないし、させてはいけないという法律がある。

放射線管理区域から、１ｍ２あたり４万ベクレルを超えて放射能で
汚れたものを管理区域外に持ち出してはならないという法律も
あった。

福島原発事故を引き起こした最大の犯罪者は政府であり、
その政府は事故が起きたら、それらをすぐに反故にした。
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原子力マフィアは犯罪集団

日本では、これまで５８基の原子力発電所が建てられ
た。そのすべては自民党政権が「安全性を確認した」
として建てられた。そして、電力会社、原子力産業、
ゼネコンをはじめとする土建集団、学会、裁判所、マ
スコミ、すべてがグルになって原子力を進めてきた。
もちろん、福島第一原子力発電所も「安全性を確認し
た」として建てられたが、事故を起こした。原子力マ
フィアには重大な責任があるが、誰一人として責任
取っていない。日本が「法治国家」だというのであれ
ば、彼らを犯罪者として徹底的に処罰する必要がある。
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忘れさせようとする策謀

原子力マフィアは無傷で生き延び、今止まってい
る原子力発電所の「安全性を確認して」再稼働さ
せると言い、さらに新たな原子力発電所を建設し、
「世界一の原子力技術」を使って原子力発電所を
輸出すると言っている。
彼らにとっては、今進行している悲劇を少しでも
小さく見せることが必要だし、福島第一原子力発
電所事故を忘れさせようと策謀している。
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柚
木
ミ
サ
ト
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト

自
分
が
被
曝
し
て
も
、

子
ど
も
た
ち
を
被
曝
か
ら
守
る
の
が
大
人
の
責
任24
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日本初の原発
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累積発電量

累積核分裂生成物
生成量

発電量
［兆ｋWh］

広島原爆に換算した
核分裂生成物生成量
［万発］

当該年度に残存している量
セシウム１３７として減衰を補正

膨
大
に
溜
ま
っ
て
し
ま
っ
た
核
分
裂
生
成
物
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大切なことは自分で始末でき
ない毒物を生まないこと

米国が原爆製造のために原子炉を作ってからすでに72年の
歳月が流れた

生み出す放射性物質の無毒化の研究もこれまでずっと続いて
きた

いつか科学がなんとかしてくれると思い続けてきたが、い
まだに無毒化できない

無毒化できなければ、生命環境から隔離するしかないが、
隔離を求められる時間の長さは100万年

個人の時間スケールはもちろん、国家や社会の時間スケー
ルすら超えており、いい加減に目を覚まし、原子力利用か
ら抜け出ることが大切 26



熊取6人組と
伊方原子力発電所訴訟
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大飯原子力発電所３，４号機運転差止
請求訴訟判決（2014年5月21日）

個人の生命、身体、精神および生活に関
する利益は、個人の人格に本質的なもの
であって、その総体が人格権であるとい
うことができる。人格権は憲法上の権利
であり（１３条、２５条）、また人の生
命を基礎とするものであるがゆえに、我
が国の法制下においてはこれを超える価
値を他に見出すことはできない。
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250km県内住民に
原告適格を認める。
沖縄と道東以外、
安全な場所はない。
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カネと生存を
比べてはならない

他方、被告は本件原発の稼働が電力供
給の安定性、コストの低減につながる
と主張するが、当裁判所は極めて多数
の人の生存そのものに関わる権利と電
気代の高い低いの問題等とを並べて論
じるような議論に加わったり、その議
論の当否を判断すること自体、法的に
は許されないことであると考えている。30



「国富」とは何か？

このコストの問題に関連して国富の流出や
喪失の議論があるが、たとえ本件原発の運
転停止によって多額の貿易赤字が出るとし
ても、これを国富の流出や喪失というべき
ではなく、豊かな国土とそこに国民が根を
下ろして生活していることが国富であり、
これを取り戻すことができなくなることが、
国富の喪失であると当裁判所は考えている。
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新規制基準は
破局事故を前提にする。

今回の基準も「安全」基準ではなく「規制」基準

原子力推進派は、判決がゼロリスクを求めていて科学的でな
いと批判している。

ところが、政治の場に行くと「安全性を確認した」といわれ、
誰一人責任を取らなくてもいい形になる。

しかし、原発が絶対に破局的事故を起こさないと言って、
ゼロリスクを宣伝してきたのは、原子力推進派である。

もちろん、「ゼロリスク」の機械はなく、非科学的だっ
たのは原子力推進派である。

そのため、それに合格したからと言って「安全だとは申し上
げない」と田中俊一規制委員会委員長自身が言っている。

そして、できない避難計画は各自治体に押し付ける。
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「わが国の外交政策大綱」
外務省・外交政策企画委員会内部資料（1969年9月25日）

核
兵
器
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｔ
に
参
加
す
る
と
否
と
に
か

か
わ
ら
ず
、
当
面
核
兵
器
は

保
有
し
な
い
政
策
は
と
る
が
、

核
兵
器
製
造
の
経
済
的
・
技

術
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
常
に

保
持
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

に
対
す
る
掣
肘
を
受
け
な
い

よ
う
配
慮
す
る
。
又
、
核
兵

器
の
一
般
に
つ
い
て
の
政
策

は
国
際
政
治
・
経
済
的
な
利

害
得
失
の
計
算
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
と
の
趣
旨
を
国
民

に
啓
発
す
る
こ
と
と
し
、
将

来
万
一
の
場
合
に
お
け
る
戦

術
核
持
込
み
に
際
し
無
用
の

国
内
的
混
乱
を
避
け
る
よ
う

に
配
慮
す
る
。

33



外務省幹部の談話

個
人
と
し
て
の
見
解
だ
が
、

日
本
の
外
交
力
の
裏
付
け

と
し
て
、
核
武
装
の
選
択

の
可
能
性
を
捨
て
て
し
ま

わ
な
い
方
が
い
い
。
保
有

能
力
は
も
つ
が
、
当
面
、

政
策
と
し
て
持
た
な
い
、

と
い
う
形
で
い
く
。
そ
の

た
め
に
も
、
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
の
蓄
積
と
、
ミ
サ
イ
ル

に
転
用
で
き
る
ロ
ケ
ッ
ト

技
術
は
開
発
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
朝
日
新
聞
、
一
九
九
二
年
十
一
月
二
九
日
） 34



国連（United Nations：連合国）常任理事国の米、
露、英、仏、中５か国は戦勝国であるとともに核
兵器保有国。

その５か国は核兵器製造の中心３技術（ウラン濃
縮、原子炉、再処理）をすべて保有している。

そして、核不拡散条約と国際原子力機関（IAEA）
を作って核の独占を謀り、他国にその技術を持た
せないようにしてきた。

しかし、核兵器保有国でなく、中心３技術をすべ
て保有している国が世界に一つある。

「平和利用」に隠れながら
実質的な核保有国になった日本

35



原子力の場にいる人間として、原子力は危険で破滅的だと私は思う。
しかし、私が原子力反対するのは単に危険だからではない。
原子力は徹頭徹尾、無責任で、犠牲を他者にしわ寄せする。
平常運転時の労働は、９割をはるかに超えて下請け・孫請け労働者が被曝させられている。
原子力発電所や核燃料サイクル施設は、決して都会には作ることができず、過疎地にしわ寄

せした。
そして、事故が起きてしまえば、過疎地の人たちが苦難の底に落とされる。
仮に事故が起きなくても、ウランを核分裂させてしまえば、核分裂生成物と呼ばれる放射性

物質が大量に生み出され、人類はいまだにその無毒化の手段を持っていない。
それは生命環境から隔離するしかないが、隔離しておかなければならない期間の長さは１０

０万年である。人類が生き延びているかどうかすら分からない長さにわたって、今はこの世に
おらず、選択権もない未来の人々に、毒物を押し付けることになる。「未来犯罪」と呼ぶべき
だろう。

そのうえ、日本で「原子力」と呼ばれているものはもともと「核」と同じものであり、原子
力を選択してしまう限り、核兵器と縁が切れなくなる。日本という国は、意図的に「原子力の
平和利用」を標榜しながら「核兵器」を保有する能力を持ちたいと思ってきた。

しかし、力の論理では世界の平和は守れない。
原子力が抱える真の問題は、それが差別や平和と関わっていることである。

「原子力」は「差別」の問題

36



歴史の巨大な流れ
と個人の責任

でも戦争に反対し、国家によって殺された人もいた。
その上、ごく普通の人々が、戦争に反対する人を非
国民と呼び、村八分にし、殺していった。

かつての戦争の時、大多数の日本人は戦争に協力した。

大本営発表しか流されなかったし、戦争を止めるこ
とは誰にもできなかった。

原子力に対してどう向き合うか、私たちは未来の子
どもたちから必ず問われる。

戦後、多くの人は騙されたからだと言い訳をした。
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間違った人生、
それでも恵まれた人生だった

若い時に、愚かにも原子力に夢を抱いてしまった。

原子力は私がかけた夢とは正反対の世界であった。

原子力を進める組織はあまりにも巨大で、私は敗北し続けた。

ついに福島第一原子力発電所事故も起きてしまった。

でも、私はずっと自分のやりたいことをやることができた。

誰からも命令されなかったし、誰にも命令しなかった。

私を見守ってくださった方々に感謝します。

全国で反原発を闘う仲間たち、6人組の仲間にも恵まれた。
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終わります

ありがとうございました



定
年
退
職
を
前
に

一
月
末
に
書
い
た
挨
拶
状

原子力安全研究グループのＵＲＬは、
今中さんが定年になる来年３月まで
は使えるはずです。

また、私の講演会の情報について
は、これまで通り以下のＵＲＬでお
伝えしたいと思います。

http://healing-goods.info/koide/


